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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　用宗港の東側の海岸にある景色の良い公園です。公園の中にある見晴らし山に登ると、大崩海岸から御
前崎、伊豆半島、富士山がグルッと一望できます。公園の真ん中には大きな難破船（海賊船？）遊具が半分
砂に埋まっています。中に入って遊ぶこともできますよ。お孫さんと一緒にいかがですか。最寄り駅はJR
用宗駅です。バスなら用宗線が利用できます。駐車場も200台分ほどあります。（戸塚　享）

広野海岸公園広野海岸公園 帆 船 遊 具

写真提供：静岡市写真提供：静岡市
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シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
を
地
域
の
核
に

「
人
生
１
０
０
年
・
人
生
の
楽
園
」を
め
ざ
し
て
！

声
か
け
に
よ
り
仲
間
を
増
や
そ
う

一
般
社
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法
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静
岡
市
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連
合
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出
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法
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岡
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副
会
長
　
服
部
富
士
男
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般
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法
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岡
市
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人
ク
ラ
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連
合
会 

		


　
副
会
長
　
石
川
　
和
惠

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
も
元
気
で
ご
活
躍
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
か
ら
ク
ラ
ブ
発
展
の

た
め
ご
尽
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、【
人
生
１
０
０
年
】
と
い
わ
れ
る
今
日
、
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
活
動
に
対
す
る
期
待
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

　

仲
間
づ
く
り
を
通
し
て
、
生
き

が
い
と
健
康
づ
く
り
か
ら
、
楽
し

い
活
動
を
行
い
、
経
験
を
生
か
し

て
地
域
の
諸
団
体
と
、
行
政
機
関
と
の
連
携
を
図
っ
て
、

社
会
活
動
に
取
り
組
み
明
る
く
長
寿
向
上
に
、
努
め
る
よ

う
推
進
し
て
い
き
た
い
と
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
で
３

年
目
に
な
り
ま
し
た
が
、
早
い
終

息
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
の
進
む
中
、
ど
う
し
て
お
誘
い
入
会
し
て
貰
う

世
界
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
混
沌
と
し
て

何
が
起
き
る
か
先
が
見
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
収
束
せ
ず
、
ク
ラ
ブ
活
動
が
制
約
を

う
け
、
事
業
実
施
が
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
昨
今
、
会
員
の
減
少
が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
は
、
よ
り
多
く
の
事
業

の
実
施
と
【
１
ク
ラ
ブ
１
人
増
や
そ
う
】
を
合
言
葉
に
地

道
な
声
掛
け
を
進
め
会
員
増
強
に
つ
な
げ
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
ご
理
解
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
、

世
界
の
平
和
と
コ
ロ
ナ
の
早
期
収
束
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
と
こ
ろ
、
年
齢
層
の
拡
が
り
や
、
趣
味
の
多
様
化

へ
の
対
応
は
、
若
年
層
と
高
年
層
に
、
配
慮
し
た
活
動
で
、

共
に
学
び
助
け
合
え
る
活
動
を
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

と
存
じ
ま
す
。

　
会
員
の
意
見
「
ニ
ー
ズ
」
は
、
心
を
豊
か
に
し
て
楽
し

い
活
動
企
画
を
作
る
よ
う
に
し
て
人
と
人
と
の
繋
が
り

は
、
品
性
を
以
て
接
し
ゆ
っ
く
り
と
歩
ん
で
、
地
域
の
共

同
活
動
参
加
に
進
ん
で
、
こ
の
多
様
化
の
社
会
状
況
を
理

解
の
上
、地
域
の
核
に
な
る
よ
う
、シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
各
々

の
発
展
に
な
る
よ
う
願
っ
て
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

の
か
が
課
題
で
し
た
。シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の「
人
生
１
０
０
年・

人
生
の
楽
園
」
…
…
に
す
る
に
は
、
何
を
し
た
ら
増
員
が

出
来
る
か
思
案
し
私
の
会
で
は
趣
味
の
会
で
増
員
を
始
め

ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
会
は
楽
し
く
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
フ

レ
イ
ル
（
虚
弱
）
に
な
ら
な
い
よ
う
に
声
か
け
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
会
員
が
年
々
減
少
し
て
い
る
中
、
地
区
単

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
皆
様
の
ア
イ
デ
ア
で
会
員
増
に
繋
が
る

交
流
と
活
動
を
、
考
え
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　４月 28 日開催の令和４年度臨時理事会におきまして、令和４年度
正副会長が選任（再任）されましたので次のとおりごあいさつ申し上げ
ます。

令和４年度
正副会長就任ごあいさつ



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

令 和 ４ 年 度  主 な 行 事 予 定令 和 ４ 年 度  主 な 行 事 予 定
　　　事業名 実施日 場所 予備日

定時総会 4 月 28 日（木） 中央福祉センター

新任会長研修会 7 月 1 日（金） 中央福祉センター

三区女性会員合同交流会 7 月 20 日（水） はーとぴあ清水

輪投げ大会 8 月 26 日（金） 中央体育館

グラウンド・ゴルフ大会 9 月 30 日（金） 清水庵原球場第 2 球場 10 月 13 日（木）

シニアクラブ大会 10 月 4 日（火） 市民文化会館

会員交流ウォーキング 11 月 25 日（金） 河口湖 紅葉まつり

ペタンク大会 12 月 2 日（金） 中島浄化センター 12 月 9 日（金）

市老連

　　　事業名 実施日 場所 予備日
グラウンド・ゴルフ大会  5 月 25 日（水） 松富スポーツ広場 6 月 1 日（水）

輪投げ大会  6 月 22 日（水） 中央体育館

ペタンク大会  9 月 16 日（金） 松富スポーツ広場 9 月 21 日（水）

スポーツ大会 10 月 21 日（金） 中央体育館

葵区・駿河区合同作品展
11 月 17 日（木）〜
11 月 19 日（土）

市民ギャラリー

葵区・駿河区合同芸能発表会 令和 5 年 1 月 31 日（火） 市民文化会館

葵　区

　　　事業名 実施日 場所 予備日
グラウンド・ゴルフ大会  5 月 26 日（木） 中島浄化センター 6 月 2 日（木）

輪投げ大会  6 月 21 日（火） 中央体育館

ペタンク大会  9 月 15 日（木） 中島浄化センター 9 月 22 日（木）

スポーツ大会 10 月 20 日（木） 中央体育館

葵区・駿河区合同作品展
11 月 17 日（木）〜
11 月 19 日（土）

市民ギャラリー

葵区・駿河区合同芸能発表会 令和 5 年 1 月 31 日（火） 市民文化会館

駿河区

　　　事業名 実施日 場所 予備日
クロッケー大会 5 月 20 日（金） 清水庵原球場第 2 球場 5 月 25 日（水）

輪投げ大会 6 月 28 日（火） 清水総合運動場体育館

ボウリング大会 7 月 7 日（木） 狐ヶ崎ヤングランドボウル

ふれあいコンサート 8 月 28 日（日） はーとぴあ清水

グラウンド・ゴルフ大会 9 月 16 日（金） 清水庵原球場第 2 球場 9 月 22 日（木）

ペタンク大会 10月18日（火）秋葉山公園グラウンド　予備日:11月2日（水）清水庵原球場第2球場

スポーツ大会 10 月 20 日（木） 清水庵原球場第 2 球場 10 月 27 日（木）

清水福祉総合文化祭　作品展 11月11日（金）〜14日（月） はーとぴあ清水

芸能発表会 令和 5 年 1 月 18 日（水） 清水文化会館マリナート

清水区
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令
和
４
年
度
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡

市
（
一
般
社
団
法
人
静
岡
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
）
の
第
12
回
定
時
総

会
が
、
令
和
４
年
４
月
28
日
（
金
）、

中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
は
、

⑴
遠
藤
日
出
夫
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡

市
会
長
の
開
会
挨
拶
に
引
き
続
き
、

⑵
来
賓
祝
辞
を
次
の
お
三
方
か
ら
い

た
だ
き
ま
し
た
。
佐
藤
成
子
静
岡
市

議
会
副
議
長
、
池
田
陽
平
静
岡
市
保

健
福
祉
長
寿
局
次
長
、
三
重
野
隆
志

静
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
、

⑶
遠
藤
会
長
が
議
長
に
就
任
、
⑷
議
事

開
始
と
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
時
総
会
に
提
案
さ
れ
た
議

案
は
、
第
１
号
議
案
令
和
３
年
度
事

業
報
告
及
び
収
支
決
算
、
第
２
号
議

案
令
和
４
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算
、
第
３
号
議
案
役
員
の
選
任
の

３
議
案
で
す
。
内
田
事
務
局
長
か
ら

議
案
の
提
案
説
明
、
鈴
木
監
事
か
ら

監
査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
遠
藤

議
長
か
ら
議
案
の
承
認
を
求
め
ま
し

た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
議
案
も
提
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
収
束
の
兆
し
が
見
え

令
和
４
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
る

令
和
４
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
る

活 動 紹 介 《 シ ニ ア ク ラ ブ 静 岡 市 》　活 動 紹 介 《 シ ニ ア ク ラ ブ 静 岡 市 》　

ず
、
一
部
の
事
業
が
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、
感
染
症
対
策
を
と
っ
た
う

え
で
多
く
の
事
業
が
再
開
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
は
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
も
十
分
な
対
策
と
工
夫

を
重
ね
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の

三
大
運
動
の
各
種
事
業
を
展
開
し
、

仲
間
づ
く
り
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

　

会
員
増
強
の
取
り
組
み
は
「
１

ク
ラ
ブ
１
人
増
や
そ
う
」
を
目
標

に
、
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
の
有
効
性
を
ま
わ
り
の
仲

間
に
伝
え
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
議
案

は
各
単
位
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
あ
て
に
配
布

い
た
し
ま
す
。
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活 動 紹 介 《活 動 紹 介 《 シ ニ ア ク ラ ブ 静 岡 市シ ニ ア ク ラ ブ 静 岡 市 》》

　

令
和
４
年
度
新
任
会
長
研
修
会
が

７
月
１
日（
金
）中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
今
年
度
新
た
に
単
位

ク
ラ
ブ
の
会
長
に
就
任
さ
れ
た
新
任

会
長
45
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
前
半

は
、
遠
藤
会
長
の
「
新
任
会
長
と
し

て
の
心
構
え
に
つ
い
て
」
の
講
話
の

後
、
内
田
事
務
局
長
か
ら
「
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
組
織
と
運
営
」
の
説

明
と
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
と
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
紹
介
と
積
極
的
な
利
用
が
呼
び

か
け
ら
れ
ま
し
た
。
後
半
は
、
服
部

副
会
長
か
ら
「
新
任
会
長
に
期
待
す

新
任
会
長
研
修
会
が
開
催
さ
れ
る

新
任
会
長
研
修
会
が
開
催
さ
れ
る

る
こ
と
」、
清
水
区
江
尻
地
区 

鈴
木

会
長
か
ら
「
新
任
会
長
体
験
談
」
と

講
義
が
続
き
、
最
後
に
班
ご
と
に
分

か
れ
て
グ
ル
ー
プ
協
議
を
行
い
参
加

者
同
士
の
活
動
情
報
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

新
任
の
会
長
の
皆
さ
ん
は
、
熱
心

に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
研
修
に
臨
ま

れ
て
い
て
、
終
了
後
「
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
の
基
本
を
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
出

来
て
良
か
っ
た
」

と
の
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

会長としての心構えを講義する遠藤会長

ご自身の体験談を熱心に語ってくださった
江尻地区会長・鈴木榮さん

グループ協議では熱い議論が交わされていました真剣な表情で講義を聞く新任会長の皆さん
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活 動 紹 介 《 葵 区 》　活 動 紹 介 《 葵 区 》　

　来年度は、選手を制限せず初夏の空の下で力を出した
いものだ。今回の成績上位者（男性 30 名、女性 30 名）
は 9 月 30 日（ 金 ） 開 催 の
市老連の大会（庵原第２球
場）に参加。この勢いで優
勝を目指そう。
　ガンバッテください。

（松原　三郎）

　コロナ禍の中で白熱した試合が展開さ
れました。マスク・手袋着用・熱中症対
策の水分補給と気を使いながらも無事大
会を終了することができました。
　上位 14 チームが 8 月開催の市老連大
会 へ 出 場 予 定
です。
　 来 年 は 希 望
者 全 員 が 出 場
で き る よ う に
したいです。
（松原　三郎）

コロナ禍で参加者を絞りコロナ禍で参加者を絞り
大会を開催!!大会を開催!!

女性の部

順 位 地　区 クラブ名 名　前 スコア

優　勝 千代田 延寿会 池田　征子 52

準優勝 美　和 健寿会 今井三重子 55

第 3 位 安　東 さわやかクラブ 柴田カヨ子 55

男性の部

順 位 地　区 クラブ名 名　前 スコア

優　勝 井　宮 平和緑寿会 熊崎　岩男 53

準優勝 美　和 足久保生き生きクラブ 浅井　輝雄 56

第 3 位 中藁科 葉桜会 牧野　　守 57

実施日：

令和 4 年５月 25 日（水）

会場：

松富スポーツ広場

参加数：186 名

実施日：

令和 4 年 6 月 22 日（水）

会場：

静岡市中央体育館

参加数：44 チーム ・176 名

大
会
結
果

大
会
結
果

順　位 地　区 チーム名

優　勝 西　奈 草の実会

準優勝 中藁科 葉桜会

３　位 一番町 住吉会 B

３　位 麻　機 麻丘クラブ A

大会結果大会結果

第9回 葵区グラウンド・ゴルフ大会

優勝3年ぶりの草の実会優勝3年ぶりの草の実会第17回
葵区輪投げ大会

スコアカードの記入も重要な役割です
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活 動 紹 介 《 駿 河 区 》活 動 紹 介 《 駿 河 区 》

　どんよりとした天候でしたが時折り日差しがみえ体を動かすには
丁度よいお日和でした。
　服部会長から「日頃の練習の成果を十分に発揮した大会にして下
さい！」と激励の挨拶をいただき 44 チーム 174 人による熱戦が始
まりました。12 ホールを４ブロックに別れての大会結果は下記の
通りです。
　なんと今年は女性が高得点を獲得しました。　　　（大石眞由美）

　6 月 21 日沖縄では梅雨が明けましたが、全国的には雨模様
の天気！ 静岡市中央体育館の室温は高く蒸し暑さを感じま
した。42 チーム、164 名の選手が参集しました。
　ひざや腰が痛くても杖をついてでも「今日は頑張るぞ！」
との心意気で参加してくれた仲間の姿に心が熱くなりました。
上位 13 チームは 8 月 26 日の市大会へ出場です。
　駿河区ガンバレ‼︎

　朝早くから準備をしてくださった実行委員さん、
お疲れ様でした。　　　　　　　　（大石眞由美）

大
会
結
果

大
会
結
果

順　位 地　区 チーム名

優　勝 長田東 みずほ「ひまわり」

準優勝 富士見 登呂 2 丁目寿会

第 3 位 富士見 富士見学区シニアクラブ

第 3 位 富士見 登呂 1 楽友会

女性の高得点者続出女性の高得点者続出

富士見学区4チームが決勝トーナメントに進出富士見学区4チームが決勝トーナメントに進出

開催日・令和 4 年５月 26 日（木）開催日・令和 4 年５月 26 日（木）
会　場・中島浄化センター多目的広場会　場・中島浄化センター多目的広場

第 9 回駿河区グラウンド・ゴルフ大会第 9 回駿河区グラウンド・ゴルフ大会

第17回 駿河区シニアクラブ輪投げ大会

順　位 氏　名 地　区 スコア

優　勝 加納　敬二 富士見 51

準優勝 小澤　国利 南　部 55

第３位 青島　敏雄 西豊田 55

順　位 氏　名 地　区 スコア

優　勝 増田　桂子 南　部 53

準優勝 滝沢すゑ子 長田北 55

第３位 加藤ふじ子 大　谷 55

大
会
結
果

大
会
結
果

男
性
の
部

女
性
の
部
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活 動 紹 介 《 清 水 区 》　活 動 紹 介 《 清 水 区 》　
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　本大会は、緑に囲まれた会場で行われ、当日は絶好のスポーツ日
和。コロナ禍の為、コートに手指消毒剤を準備しました。競技は男
女別、６名１組で上位３名が勝ち上がっていきます。16 コートに
別れ予選が始まり、昼食を挿んで決勝戦までは４回の勝ち抜きが必
要です。地区予選を勝ち抜いてきた選手だけに熱戦また熱戦の連続
でした。
　会場全体に、クロッケー特有の甲高く心地よい音が鳴り響いてい
ました。大会結果は表のとおりです。　　　　　　　（水上　康行）

90 歳以上記念メダル授与者

氏　名 地　区 年 齢

高木　良平 江　尻 91 歳

細川　絹枝 船　越 90 歳

鍋田　静夫 不二見 90 歳

氏　名 地　区 年 齢

鈴木　隆治 辻 90 歳

杉山千代子 不二見 90 歳

土屋喜代子 清　水 90 歳

優勝!! 鈴木 榮さん 小林和子さん優勝!! 鈴木 榮さん 小林和子さん

開催日・令和４年５月 20 日（金）開催日・令和４年５月 20 日（金）
会　場・清水庵原球場　第２球場会　場・清水庵原球場　第２球場
参加者・18 地区・選手 168 名参加者・18 地区・選手 168 名

第13回 清水区クロッケー大会第13回 清水区クロッケー大会

順　位 氏　名 地　区

優　勝 鈴木　　榮 江尻

準優勝 草ヶ谷正雄 庵原

第３位 久保山光穂 高部

第４位 森下　貞夫 清水

第５位 木本　　茂 蒲原

第６位 瀧　久 江尻

順　位 氏　名 地　区

優　勝 小林　和子 庵原

準優勝 牧田　リノ 庵原

第３位 外岡　千枝 岡

第４位 望月紀代子 袖師

第５位 井上　光子 飯田

第６位 出田セツ子 駒越

大
会
結
果

大
会
結
果

男
性
の
部

女
性
の
部

　早い梅雨明けの翌日、6 月 28 日（火）清水総合運動場体
育館で開催されました。
　今回はコロナ前に戻り、1 ゲーム 2 セットとし 4 ゲームの
合計得点で順位を競いました。コロナ禍と熱中症対策でゲー
ム開始前後に手指の消毒、ゲーム中はマスクを外すなどの対
策を講じました。21 地区 40 チーム、選手 200 名が参加し、
集中力高い熱戦
が 展 開 さ れ ま
した。8 月の市
大会へは 21 チ
ー ム が 参 加 し
ます。　
（水上　康行）

大
会
結
果

大
会
結
果

順　位 地　区 チーム名 得　点

優　勝 由　比 由比 T 911

準優勝 袖　師 横砂美生会 899

第 3 位 船　越 南矢部 A 861

第 4 位 高　部 天王町桜木会 849

第 5 位 江　尻 江尻 A 838

第 6 位 不二見 不二見 A 831

見事栄冠を勝ち得たのは!!見事栄冠を勝ち得たのは!!第7回 清水区シニアクラブ輪投げ大会

優勝した由比 T チーム



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

興
津
地
区
の
会
員
は
３
３
５
名

で
す
。
毎
月
、
興
津
生
涯
学
習
交

流
館
で
、
11
の
単
老
会
長
が
集
ま
り
、

各
月
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
協
議
を

し
ま
す
。
中
で
も
会
員
の
増
員
、
会
長

の
後
継
者
に
つ
い
て
話
題
に
な
り

ま
す
が
、
な
か
な
か
良
い
解
決
策

が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
以
前
は
東
部

老
人
憩
の
家
で
月
２
回
の
利
用
日
を

設
定
し
、
懇
談
、
カ
ラ
オ
ケ
等
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
お
り
ま
し

た
。
ま
た
、「
ポ
ッ
ポ
の
会
」
と
称

し
、
指
導
者
の
も
と
、
昔
歌
っ
た
懐

か
し
い
童
謡
等
を
認
知
症
予
防
を
兼

ね
て
毎
月
練
習
し
て
お
り
、
芸
能

祭
に
も
出
演
し
て
い
ま
す
。
そ
の

他
、「
川
柳

の
会
」
で
は

作
品
を
「
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ

し
み
ず
」
に

投
稿
し
て
い

ま
す
。
早
く

コ
ロ
ナ
が
収

束
し
、
元
の

活
動
が
で
き

る
日
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
盛
ん
で
、

小
学
生
の
下
校
時
の
見
守
り
活
動
を

各
単
老
で
月
２
回
行
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
興
津
小
学
校
に
通
じ
る

南
北
の
通
称
「
甲
州
街
道
」

は
東
海
道
線
の
踏
切
が
あ
り
、

道
幅
も
狭
く
大
変
危
険
で
す
。

ま
た
、
宗
像
神
社
の
毎
年
７

月
と
12
月
の
大
祭
時
に
清
掃

奉
仕
、
興
津
駅
前
公
園
等
の

水
や
り
花
壇
整
備
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

健
康
活
動
関
係
と
し
て

は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
、

興
津
中
町
北
公
園
、
興
津
川

公
園
等
の
広
場
で
競
技
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
参
加

者
に
は
他
地
区
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会

員
も
お
り
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

ク
ロ
ッ
ケ
ー
は
毎
週
月
曜
日
に
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
に
比
べ
て
ル
ー
ル
が
難
し
く
感

じ
ら
れ
、、
更
に
老
齢
化
等
に
よ
り

参
加
者
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
各

種
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、
い
つ
も

気
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
参
加
選
手

の
送
迎
で
あ
り
ま
す
。
個
人
の
自
家
用

車
を
お
願
い
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に

お
い
て
試
合
の
結
果
よ
り
も
、
事
故

無
く
帰
宅
す
る
か
が
常
に
気
が
か
り

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
会
員
が
一
丸
と
な
っ

て
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

興
津
地
区

興
津
地
区    

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　　
小
林
　
眞
一

小
林
　
眞
一

会
員
一
丸
と
な
っ
て
興
津
を
盛
り
上
げ
よ
う

会
員
一
丸
と
な
っ
て
興
津
を
盛
り
上
げ
よ
う
!!!!

伊豆への親睦会   和気あいあいで絆が深まります

狙いすましてゴール‼︎狙いすましてゴール‼︎
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　
茶
畑
の
広
が
る
風
光
明
媚
な
美
和
学

区
に
、
８
年
前
、
足
久
保
生
き
生
き

ク
ラ
ブ
は
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
美
和

学
区
の
８
つ
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
中
で

最
も
若
い
ク
ラ
ブ
で
す
。

　
ク
ラ
ブ
の
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
部
：
毎
週

３
回
練
習
試
合
を
行
い
ま
す
。
18
ホ

ー
ル
を
２
回
ま
わ
っ
て
ス
コ
ア
を
集

計
し
ま
す
。
成
績
上
位
者
に
景
品

を
出
し
た
り
、
ま
た
年
間
成
績
上
位

者
を
表
彰
し
た
り
し
ま
す
。
毎
年
幾

度
か
は
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
離
れ

て
外
部
の
試
合
会
場
で
懇
親
会
を
兼

ね
て
プ
レ
イ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
部

を
リ
ー
ド
し
て
下
さ
る
責
任
者
は
工

島
さ
ん
で
県
立
高
校
の
教
諭
を
し
て

い
ま
し
た
。

　
ペ
タ
ン
ク
部
：
毎
月
２
回
、
決
ま

っ
た
曜
日
に
練
習
試
合
を
行
っ
て
い

ま
す
。
責
任
者
は
三
重
野
さ
ん
。
県

立
薬
科
大
学
の
先
生
を
し
て
い
た
人

で
、
今
も
地
域
自
治
会
会
長
な
ど
要

職
を
幾
つ
も
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

　

俳
句
部
：
毎
月
１
回
10
名
前
後
の

メ
ン
バ
ー
が
公
民
館
の
和
室
に
集
ま

っ
て
、
自
作
の
俳
句
を
和
気
あ
い
あ
い

と
批
評
し
あ
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

主
催
者
は
土
田
さ
ん
。
90
歳
で
最
近

ま
で
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を

し
て
い
た
と
い
う
つ
わ

者
で
す
が
、
と
て
も
穏
や

か
で
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
さ

れ
て
い
ま
す
。
県
庁
の
要

職
を
さ
れ
、
最
近
叙
勲

さ
れ
ま
し
た
。

　

ソ
ー
イ
ン
グ
ク
ラ
ブ
：

10
名
ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー

が
毎
月
決
ま
っ
た
曜
日
に
集
ま
り
、

テ
ー
マ
を
決
め
て
作
品
作
り
に
励
ん

で
い
ま
す
。
責
任
者
は
河
合
さ
ん
で

に
こ
や
か
な
人
で
す
。
ご
主
人
は
長

年
郵
便
局
長
を
務
め
ら
れ
て
昨
年
度

叙
勲
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ー
ラ
ス
ク
ラ
ブ
：
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
練
習
活
動
が
で
き
な
い
状
態
で

は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
再
開
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
責
任
者
は

城
内
さ
ん
。
50
歳
を
越
え
て
か
ら
大

学
に
入
り
学
士
号
を
取
っ
た
す
ご
い

女
性
で
す
。

　

こ
の
他
に
毎
月
決
ま
っ
て
行
わ
れ

て
い
る
活
動
に
公
園
の
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
理
事
会
の
開
催
、
毎
月

の
ク
ラ
ブ
便
り
の
発
行
さ
ら
に
年
２

回
の
会
報
発
行
、
教
養
講
座
、
健
康

講
座
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

是
非
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
に
来
て
く
だ

さ
い
。

美
和
学
区

美
和
学
区    

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　
会
長

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　
会
長
　
山
田
　
眞
平

　
山
田
　
眞
平

生
き
生
き
が
自
慢
で
す

生
き
生
き
が
自
慢
で
す

グラウンド・ゴルフ部のメンバー

通常総会の様子

清掃ボランティア活動の様子
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ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 葵 区 》　ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 葵 区 》　



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　
会
員
32
名
、
主
な
活
動
場
所
は
桔
梗

公
園
、
中
原
公
民
館
ま
た
は
会
長
宅

（
事
務
局
）
な
ど
で
す
。

　

私
達
の
主
な
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

⑴  

毎
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
。
10
人
程

参
加
し
て
い
ま
す
。

⑵  

輪
投
げ
。
毎
週
土
曜
日
10
時
よ
り
、

今
後
週
２
回
と
し
、
駿
河
区
の

大
会
め
ざ
し
て
練
習
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

⑶  

ペ
タ
ン
ク
の
練
習
。
令
和
３
年
度

よ
り
毎
週
水
曜
日
、
点
数
が
伸
び

な
い
時
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
せ
い
に

し
た
り
、
時
々
議
論
し
な
が
ら
楽

し
く
や
っ
て
ま
す
が
ま
だ
ル
ー
ル

の
修
得
も
ま
ま
な
ら
ず
、
大
会
に

は
出
ら
れ
る
か
ど
う
か
。

⑷  

町
内
の
花
と
緑
の
会
と
し
て
、

夏
と
冬
の
２
回
、
市
や
町
内
の
支

援
の
も
と
、
公
道
横
の
花
壇
、
公

園
へ
プ
ラ
ン
タ
ー
を
沢
山
用
意
し
、

花
々
の
植
込
み
や
手
入
れ
、
水
や

り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑸  

公
園
や
ト
イ
レ
の
掃
除
。
公
園

は
毎
週
日
曜
日
、
大
分
広
い
の
で

大
変
で
す
。
小
学
校
、
幼
稚
園
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ア
パ
ー
ト
も
多
く
、

利
用
者
も
最
近
増
え
て
い
て
、
使
い

方
の
悪
さ
が
悩
み
の
種
で
す
。
特
に

掃
除
は
、
９
月
～
12
月
頃
が
一
番

大
変
、
ケ
ヤ
キ
の
大
木
が
３
本
も

あ
り
、
落
葉
が
ド
ッ
サ
リ
、
町
内

か
ら
の
応
援
を
頼
む
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

⑹  

日
帰
り
バ
ス
旅
行
。
春
・
秋
の

２
回
。
観
劇
、
温
泉
付
、
本
格
的

段
上
で
の
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
工
夫
を

こ
ら
し
て
い
ま
す
。
劇
を
観
て
な

み
だ
す
る
方
も
い
ま
す
。

⑺  

そ
の
他
、
町
内
の
行
事
や
、
区
の

ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
に
参
加
、
カ
ラ

オ
ケ
も
会
長
宅
で
不
定
期
に
行
い

ま
す
が
、
お
も
し
ろ
く
、
楽
し
く

や
っ
て
い
る
せ
い
か
成
果
は
上
り

ま
せ
ん
。

　

大
里
西
学
区
に

連
合
が
成
り
立
た

な
く
な
り
、
こ
れ

か
ら
単
老
と
し
て

い
つ
ま
で
続
く
か
、

い
や
後
任
が
次
々

と
現
れ
続
い
て
ほ

し
い
と
願
う
の
み

で
す
。

日々のお世話を
頑張っています

花と緑の会が管理する花壇花と緑の会が管理する花壇

大会での入賞をめざし
練習にも力が入ります
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大
里
西
学
区

大
里
西
学
区    

中
原
新
生
ク
ラ
ブ
　
会
長
　

中
原
新
生
ク
ラ
ブ
　
会
長
　
小
嶋
　
芳
郎

小
嶋
　
芳
郎

人
生
　
希
望
と
生
き
が
い
を

人
生
　
希
望
と
生
き
が
い
を
!!!!

ク ラ ブ 活 動 紹 介 《ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 駿 河駿 河 区 》区 》
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ハ
ー
モ
ニ
カ
で
笑
顔
と
元
気
と
楽
し
み
を
！

駿
河
区
　
富
士
見
学
区
　
登
呂
２
丁
目
寿
会

　
榎
本
　
昭
子

　

野
菜
作
り
を
始
め
て
15
年
、

今
日
も
気
分
転
換
と
体
力
作
り

の
た
め
、
バ
イ
ク
で
5
分
の

畑
で
鍬
を
ふ
る
っ
て
い
ま
す
。

　
一
番
の
楽
し
み
は
美
味
し
い
里
芋
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

真
夏
の
水
と
肥
料
ま
き
は
重
労
働
で
す
。
で
も
、
収
穫
し
、

冬
の
鍋
物
料
理
に
使
い
ま
す
と
柔
ら
か
く
何
と
も
言
え
な

い
味
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
毎
年
兄
弟
や
子
供
た
ち
に
送

り
ま
す
。
お
礼
の
電
話
が
あ
り
ま
す
と
、「
来
年
も
ま
た
つ

く
る
ぞ
」
と
元
気
が
湧
き
出
て
き
ま
す
。

　
私
は
野
菜
の
肥
料
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
な

る
べ
く
化
成
肥
料
を
使
わ
ず
、
台
所
で
毎
日
出
る
野
菜
の

皮
、
食
べ
残
し
等
を
１
セ
ン
チ
位
に
切
っ
て
、
ぬ
か
と
発

酵
処
理
剤
に
混
ぜ
て
、
最
後
に
馬
糞
と
合
わ
せ
て
４
カ
月

寝
か
せ
て
出
来
上
が
り
。

　

次
の
楽
し
み
が
畑
友
達
と
の
年
１
回
の
収
穫
祭
で
す
。

地
主
さ
ん
を
入
れ
て
の
一
杯
飲
み
で
す
。
こ
ん
に
ゃ
く
作

り
を
し
な
が
ら
、
半
日
、
野
菜
作
り
の
自
慢
話
を
し
あ
い

時
を
過
ご
し
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
あ
と
何
年
か
な
ー
」
と

思
い
つ
つ
や
っ
て
い
ま
す
。

　
生
ま
れ
も
育
ち
も
静
岡
。思
考・

動
作
は
全
て
の
ん
び
り
。
娘
に
言

葉
遣
い
も
方
言
丸
出
し
だ
と
言
わ

れ
る
生
粋
の
『
静
岡
人
』。

　
15
年
前
か
ら
介
護
施
設
に
訪
問

し
て
入
居
者
さ
ん
の
相
談
に
乗
る

「
介
護
相
談
員
」の
仕
事
を
始
め
た
。

　
ま
ず
は
、
歌
で
和
や
か
な
場
作
り
。
学
生
の
頃
吹
い
て

い
た
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
取
り
出
し
懐
メ
ロ
や
童
謡
を
吹
く
と
、

歌
詞
カ
ー
ド
が
な
く
て
も
思
い
出
し
て
嬉
々
と
し
て
歌

っ
て
下
さ
る
。

　
そ
の
後
個
別
に
お
話
を
伺
う
。
悩
み
事
を
聞
く
の
が
目
的

だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
若
い
頃
の
楽
し
か
っ
た
思
い
出
、
戦
後

の
苦
労
話
、
男
性
は
仕
事
の
話
な
ど
を
懐
か
し
そ
う
に
身
を

乗
り
出
し
て
話
し
て
下
さ
る
。
月
一
回
の
訪
問
だ
が
皆
さ
ん

の
喜
ぶ
顔
が
嬉
し
く
て
私
も
訪
問
が
楽
し
く
な
る
。

　

こ
れ
を
機
に
、
シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
に
も
登
録
し
、

施
設
へ
の
慰
問
も
始
め
た
。

　
寿
会
で
は
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
の
コ
ー
ラ
ス
伴
奏
を
15
年

以
上
担
当
。
も
う
50
曲
以
上
の
曲

を
吹
い
た
。
楽
譜
が
読
め
な
い
人

で
も
練
習
を
始
め
る
と
10
日
位

で
そ
れ
な
り
に
歌
え
る
よ
う
に

な
る
。
上
手
く
な
ら
な
く
て
も

い
い
、
み
ん
な
で
歌
う
こ
と
が

楽
し
い
の
だ
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張

っ
て
吹
い
て
い
こ
う
！

最盛期のサトイモ最盛期のサトイモ

収穫時 親芋・小芋・孫芋収穫時 親芋・小芋・孫芋

肥料になる野菜クズ肥料になる野菜クズ
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私
の
家
庭
菜
園

葵
区
　
美
和
学
区
　
健
寿
会

　
法ほ
う
そ蘓

　
浩
道

こんなことしています！こんなことしています！
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大
多
和
章
司
さ
ん
は
昭
和
５
年

10
月
29
日
、
清
水
市
の
大
手
町
で

生
ま
れ
、
現
在
も
そ
の
地
に
住
ん

で
い
ま
す
。

　

15
歳
の
頃
、
太
平
洋
戦
争
に

通
信
志
願
兵
と
し
て
友
達
と
一

緒
に
応
募
さ
れ
ま
し
た
が
、
終
戦

と
な
り
戦
地
に
赴
く
こ
と
は
な
か

っ
た
と
の
事
で
し
た
。

　

小
学
生
の
頃
、
近
所
の
大
人

た
ち
の
縁
台
将
棋
を
み
て
将
棋

を
覚
え
、
入
社
し
て
か
ら
も
昼
食

を
早
く
済
ま
せ
将
棋
や
囲
碁
・
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル

を
仲
間
と
楽

し
ん
だ
と
当

時
を
懐
か
し

ん
で
い
ま
し

た
。
勤
務
先

の
工
場
へ
は

奥
様
も
一
緒
に
プ
レ
イ
し
て
い
る

の
で
時
々
激
を
飛
ば
す
こ
と
も
あ

る
そ
う
で
、
周
り
の
皆
さ
ん
も
微

笑
ま
し
く
眺
め
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
「
人
の
た
め
に
出
来
る
こ
と
が

あ
れ
ば
お
手
伝
い
し
た
い
！
」
と

優
し
く
献
身
的
な
言
葉
を
下
さ
っ

た
大
多
和
さ
ん
。
人
生
１
０
０
年

時
代
‼　

ま
だ
ま
だ
お
元
気
で
活

躍
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

（
西
ヶ
谷　

光
男
）

清
水
駅
か
ら
吉
原

駅
ま
で
44
年
間
汽

車
（
昔
は
東
海
道
線

は
汽
車
っ
て
言
っ
て

ま
し
た
よ
ね
）
通
勤
。

「
大
き
な
病
気
も
し
な

い
で
無
事
勤
め
あ
げ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。」
と
感
慨

深
げ
に
微
笑
む
お
顔
が
印
象
的
で

こ
ち
ら
ま
で
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

時
間
の
あ
る
時
は
、
近
く
の
秋

葉
神
社
ま
で
出
掛
け
境
内
で
囲

碁
・
将
棋
。
そ
の
積
み
重
ね
で
県

大
会
に
出
場
さ
れ
る
ほ
ど
腕
前
を

上
げ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
趣
味
を

活
か
し
て
江
尻
小
学
校
で
の
放
課

後
の
子
供
支
援
で
は
、
仲
間
の

方
々
と
子
供
達
に
将
棋
を
指
導
し

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

３
月
の
快
晴
で
暖
か
な
朝
、
ク

ロ
ッ
ケ
ー
練
習
場
の
桜
木
公
園
に

お
邪
魔
し
ま
し
た
。
コ
ー
ト
の
準
備
、

ス
コ
ア
表
の
作
成
、
メ
ン
バ
ー
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
…
…
と
忙
し
そ
う

に
働
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
大
多

和
さ
ん
に
再
会
。「
ク
ロ
ッ
ケ
ー

歴
は
15
年
、
今
は
コ
ー
ト
の
整
備

が
専
門
で
す
よ
。」
と
い
い
笑
顔
。

静岡の
元気人

連載シリーズ － 第32回 －

大多和  章司さん（91歳）
清水区　江尻地区
大手桜木会

仲
間
と
の
囲
碁
が
至
福
の
ひ
と
と
き

表彰を受ける大多和さん
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安
倍
線
の

バ
ス
停
『
妙

見
下
』
で

下
車
す
る

と
、
青
々
と

緑
豊
か
な
土

手
が
見
え
ま

す
。
櫻
が
咲

き
す
さ
ぶ
な

か
土ツ
ク
シ筆

が
ぞ

ろ
り
と
並
び
、
蒲タ
ン
ポ
ポ

公
英
の
花
は
可

憐
に
笑
み
春
立
ち
装
ふ
、
長
閑
な

佇
ひ
の
こ
の
土
手
を
「
薩
摩
土
手
」

と
云
ひ
、
別
名
「
火ヒ

ヤ屋
ん
土
手
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
土
手
に

あ
る
巨
大
な
「
薩
摩
土
手
之
碑
」

が
け
ざ
や
か
に
目
を
止
む
。
薩
摩

隼
人
の
佐
久
田
昌
一
氏
（
元
静
岡

県
教
育
長
）
揮キ
ゴ
ウ毫
の
文
字
に
、
嘗か
つ

て
見
た
薩
摩
示ジ
ゲ
ン現

流
・
蜻ト
ン
ボ蛉

の
構

え
の
極
致
か
ら
猿エ
ン
キ
ョ
ウ叫

の
声
と
共
に

一
撃
必
殺
の
す
さ
ま
じ
い
気き
は
く魄

が
、

一
舜
蘇
り
心
の
震
え
を
覚
え
た
六

文
字
の
み
ご
と
さ
。
ま
る
で
立
木

が
踊
り
舞
い
上
が
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
た
。
碑
の
近
く
に
地
蔵
尊

が
あ
り
、
説
明
板
に
よ
る
と
、
凡

そ
八
二
〇
年
前
安
倍
川
の
氾
濫
で

甚
大
な
被
害
を
蒙
っ
た
地
元
民
が

拱キ
ョ
シ
ュ
ボ
ウ
カ
ン

手
傍
観
、
途
方
に
く
れ
て
い
た

と
き
、
一
人
の
老
僧
が
現
わ
れ
「
堤

防
を
守
り
治
水
永
久
安
泰
を
祈
り

申
そ
う
」
と
云
ひ
、
念
仏
を
唱
え

な
が
ら
人
柱
と
し
て
地
底
に
消
え

た
。
そ
の
念
仏
の
鐘
は
七
日
七
夜

消
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
れ
以
降
こ
の
地
蔵
尊
は
川

除
地
蔵
と
し
て
地
元
民
の
厚
い
信

仰
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
旧
静

岡
市
史
に
よ
る
と
そ
の
昔
、
安
倍

川
は
自
在
に
流
れ
駿
府
は
安
倍
川

の
扇
状
地
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
自

然
流
下
と
水
勢
の
早
さ
等
物
理
的

諸
条
件
の
加
重
で
、
度
々
洪
水
に

見
舞
わ
れ
被
害
は
甚
大
を
極
め
た
。

そ
こ
で
駿
府
在
城
の
徳
川
家
康
は

薩
摩
藩
主
島
津
忠タ
ダ
ツ
ネ恒
に
築
堤
を
命

じ
た
。
こ
の
土
手
は
井
宮
妙
見
下

か
ら
大
里
中
学
校
ま
で
の
四
粁
（
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
）
に
及
ぶ
長
い
も
の

で
す
。
防
災
は
勿
論
の
こ
と
、
そ

こ
に
見
え
た
も
の
は
島
津
が
家
康

に
柔
順
に
従
う
姿
こ
そ
徳
川
幕
府

の
基
盤
が
よ
り
強
固
と
さ
れ
た
こ

と
の
実
証
で
し
た
。
近
年
は
都
市

化
の
進
展
で
一
部
は
道
路
と
化
し

た
が
、「
井
宮
陸リ
ク
コ
ウ閘
」
だ
け
は
洪
水

防
禦ギ
ョ

対
策
と
し
て
い
ま
も
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
八
木　

春
馬
）
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静岡の旅

島津の遺址と薩摩土手

第26回

水道町の「川除地蔵堂」

気魄あふれる佐久田氏揮毫の文字「薩摩土手之碑」

この看板が目印
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活 動 紹 介 《 シ ニ ア ク ラ ブ 静 岡 市 》　活 動 紹 介 《 シ ニ ア ク ラ ブ 静 岡 市 》　

　4 月30 日( 土）、5 月1 日（日）マークイズ静岡にて「昔
の遊びワークショップ」が開催されました。
　参加も2 回目とあって、お手伝いいただいた女性委員
さんたちも手慣れたもの。
　輪投げ、ハーバリウム、紙鉄砲、ペットボトルの蓋の独
楽……それぞれに子どもたちに教えながら楽しむことが
出来ました。 
　今回はこどもの日も近いことから新聞紙で作る兜の折
り方も指導。子どもが喜ぶのはもちろん、親御さんたちに
も「懐かしい～」「折り方忘れちゃったから一緒に覚えた
いわ」と好評でした。
　座る暇もないほどの忙しさの中、頑張っていただいた
皆さん、ありがとうございました。
　2 日間の参加人数は 447 人と大盛況でした。

（15）第 35 号 市 老 連 だ よ り 令和 4 年 7 月発行

ゴールデンウイークはにぎやかに！

IN マークイズ静岡
「昔の遊びワークショップ」
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会員募集に
ポケットティッシュを

ご活用ください

　私達の活動を見に来ませんか？

　ポケットティッシュの他にチラシも各区事務所に

ご用意してありますのでお気軽にお声がけ下さい。

第 35 号（16）市 老 連 だ よ り令和 4 年 7 月発行

令和4年11月15日（火）

A から E の順に並べると、
ひとつのことばになります。 A B C D E

A
1

B

C

D

E
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自分がケガをした時の保険です。（病気は対象外）。
一部のタイプでは特定感染症に感染した場合や、他人の物を壊したり、

他人にケガをさせた場合＊1も対象となります。１人1口加入で年齢制限はありません

〒100-8822  東京都千代田区霞が関３-３-２  新霞が関ビル５階

公益財団法人

2022年10月始期
2023年  4月始期版

②掛金内容・補償内容【下記◆重要◆と併せてご確認ください】

＊１ 法律上の賠償責任が伴う対人・対物事故が対象です。

＊１ 法律上の賠償責任が伴う対人・対物事故が対象です。

◆この保険の対象は、全国老人クラブ連合会に連なる都道府県・指定都市老連および市区町村老連に加入している単
位老人クラブです。

◆全国老人クラブ連合会が契約者となり、各単位老人クラブで取りまとめて申し込む団体保険です。個人での加入手続
きはできません。
◆新規加入をご希望、ご検討の際は、クラブで担当者を決めて全老連「保険係」まで資料をご請求ください。
〈資料請求受付期間〉

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8768
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社 医療・福祉法人部　TEL.03-3515-4143

ホームページ  http://www.senior-ltd.com/ メールアドレス  hoken@senior-ltd.com

03-3597-8770お問い合わせ
ご相談 先専用FAX 03-3597-8767加入申込書等、

資 料 請 求 先

受付時間 9：30から12：00まで〈土、日、祝祭日、年末年始休〉13：00から17：00まで

【 傷 害 保 険 】4月始期⇒ 1/4から2月末頃まで、10月始期⇒ 7/1から8月末頃まで
【賠償責任保険】随時受付中

（複数口加入はできません）。

傷　害　保　険 〈掛金・補償内容〉

老人クラブ会員向けに傷害保険・賠償責任保険で安心補償いきいき活動を
支える

他人の物を壊したり、ケガをさせた時＊1の保険。自分のケガは対象になりません。
賠 償 責 任 保 険

① 対　象：
③ 掛　金：

② 保険期間：
④ 補　　償：

単位老人クラブ（全員加入が条件となります）
1人年額100円（最低引受保険料3,000円）

毎年10月から1年間（中途加入可）
支払限度額1億円

〈掛金・補償内容〉

※この広告は、以下の商品についてご紹介したものです。
【老人クラブ傷害保険】
老人クラブ団体傷害保険特約付帯傷害保険・
総合生活保険（傷害補償）

【老人クラブ団体賠償責任保険】
施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険
ご加入にあたっては、必ず「パンフレット」「概要」「重要事項説
明書」をよくお読みください。詳細は、ご契約者である団体の
代表者にお渡ししてあります保険約款によりますが、ご不明な
点は、代理店までお問い合わせください。

2022年3月作成　21-TC11211

①保険始期月
　および保険期間

保険始期月
2022年10月
2023年4月

保険期間
2022年10月1日午後4時から1年間
2023年4月1日午後4時から1年間

手続き期間（締切日厳守）
2022年7月15日～9月15日まで
2023年1月15日～3月15日まで

（１）「所属する単位クラブが予め計画・実施する活動」および
（２）「市区町村（地区・校区）から全国までの各連合会が主催

する活動イベント」ならびに
（３）「老人クラブ関係者として他団体の活動」への参加・往復

途上を含みます。
（４）事故証明者：単位クラブ関係者、参加した主催老連関係者

④（注1）往復途上とは、自宅(マンション、アパートなどの集合住宅は専用部、戸建ては敷地を含む)を出てから、クラブ活動場所までの通常経路を指します。
⑤（注2）死亡保険金と後遺障害保険金をどちらも請求する場合、いずれかの補償額が上限となります。（例：すでに支払った後遺障害保険金がある場合の死亡保険金は、すで

に支払った金額を控除した残額となります）後遺障害の程度に応じて、後遺障害保険金の4%～100%が支払われます。
⑥（注3）手術保険金として、入院中は入院保険金日額の10倍、外来（入院中以外）は5倍がお支払対象となります。傷の処置や抜歯等お支払いの対象外の手術があります。
⑦（注4）特定感染症危険補償特約。2022年2月現在、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第6条第7項第

3号に規定されていますので、補償対象となります。特定感染症を発病した場合に、後遺障害保険金、入院保険金、通院保険金について（除く死亡保険金、手術保険金）
補償の対象となります。

⑧（注5）特定感染症、地震・噴火・津波危険補償、熱中症危険補償はクラブ活動中・活動以外を問わず24時間対象ですが、補償額はⒶ死亡保険金（除く特定感染症補償）、Ⓑ後
遺障害保険金、Ⓒ 入院保険金日額、Ⓓ通院保険金日額の下段（ ）内の補償額（活動中以外の補償額）となります。

⑨（注6）1事故について1億円を限度に保険金をお支払いします。自動車等を運転中に生じた事故については対象外となります。

◆重要◆

③【クラブ活動中とは】

タイプ

補償内容

対象となる保険金

対象となる保険金

対象となる保険金

（A死亡保険金は対象外です）

（保険金額）

クラブ活動中(往復途上（注1）を含む)・クラブ活動中以外を問わず
日常生活全般（24時間）のケガを補償します。 クラブ活動中(往復途上（注1）を含む)の

ケガを補償します。

掛  金

【補償額】上段：活動中のケガの補償額　下段：（活動中以外のケガの補償額）

24時間型補償充実 活  動  型

8,000円／年 5,000円／年 3,500円／年 1,000円／年 500円／年12,000円／年

（注2）

（注2）

（注3）

死亡保険金

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

（事故から180日以内）

（事故から180日以内）

（事故から180日以内、30日限度）

（事故から180日以内、30日限度）

（注6）（自転車事故も含む）
個人賠償責任補償

（注4）

（注5）

（新型コロナウイルス感染含む）
（始期日から10日間は免責）

特定感染症危険補償

地震・噴火・津波
 危険補償

熱中症危険補償

A

A

B

C

D

（注5）B C D

B C D

（注5）A B C D

352万円
（182万円）
352万円
（182万円）
6,300円
（2,300円）
3,700円
（1,100円）

208万円
（123万円）
208万円
（123万円）
3,200円
（1,200円）
2,050円
（750円）

189万円
（104万円）
189万円
（104万円）
3,050円
（1,050円）
1,950円
（650円）

119万円
（74万円）
119万円
（74万円）
1,800円
（800円）
1,150円
（500円）

85万円

85万円

2,000円

1,300円

45万円

45万円

1,000円

650円

1億円限度
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す
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①反動をつけずに、
　ゆっくりと引き伸ばすように
②呼吸は止めずに、
　自然にリラックスして
③痛みのない範囲で、最低でも 30 秒は
　その姿勢を保持する

④引き伸ばす筋肉に
　意識を集中して行う
⑤なるべくひとつの筋肉ごとに
　ストレッチを行うようにする
⑥特定の筋肉だけを行うのではなく、
　なるべく全身の筋肉に対して行う
⑦運動の前、後に行う
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〒４２０−０８５４
静岡市葵区城内町 1 番 1 号　静岡市中央福祉センター 3 階

シニアクラブ静岡市事務局

原

稿
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集
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  静岡駅7:30頃・清⽔駅8：00頃発＝（貸切バスにて・途中休憩あり）＝
 ＝ 10：15  ⻄湖いやしの⾥根場 11：45 ＝
 ＝ 12：15 富⼠河⼝湖町内 昼⾷ 13：00 ＝
 ＝ 13：15  河⼝湖もみじ回廊散策 15：00 ＝＝＝

  ⇒徒歩10分にてもみじ回廊へ 〜
 ＝（途中休憩あり）＝17：00頃清⽔駅・17：15頃静岡駅

いずれも紅葉期イメージです

    〜 河⼝湖⾳楽と森の美術館（⾒学可能）にバス駐⾞

例年11月に紅葉の見頃を迎える河口湖北岸・もみじ回廊や湖岸を

ゆっくりウォーキングしましょう！！

午前中は茅葺屋根集落の「西湖いやしの里根場」も訪れます。

河口湖音楽の森美術館（入館可能）をスタートし、

もみじ回廊往復（約1.6キロ）します。（ウォーキングマップご用意）

昼⾷は甲州名物

ほうとう

河⼝湖もみじ回廊と湖岸ウォーク

私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す
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区
　
井
　
宮
）

　
松
原
　
三
郎
（
葵
　
区
　
美
　
和
）

　
戸
塚
　
　
享
（
駿
河
区
　
東
豊
田
）

　
水
上
　
康
行
（
清
水
区
　
高
　
部
）

◎
は
委
員
長
　
○
は
副
委
員
長

　
会
員
の
皆
様
お
元
気
で
す
か
。
昨
年
も
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
明
け
暮
れ
た
一
年
だ
っ
た
と
痛

感
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
徐
々
に
良
い
方
向
へ

と
進
ん
で
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
す
。

　「
市
老
連
だ
よ
り
」
も
今
回
で
35
号
と
な
り

ま
す
。
こ
の
間
に
は
多
く
の
先
輩
方
の
努
力
が

あ
り
、
素
晴
ら
し
い
結
果
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　
最
近
は
会
員
の
減
少
・
高
齢
化
、
コ
ロ
ナ
と

困
難
な
状
況
も
あ
り
、そ
の
中
で
も
こ
う
し
て「
市

老
連
だ
よ
り
」
が
お
手
元
に
届
く
こ
と
は
、
編

集
委
員
と
し
て
は
喜
び
で
あ
り
、
組
織
を
立
て

直
す
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
一
日
も
早
い
終
息
に
よ
り
、
青

空
の
下
で
元
ど
お
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

ペ
タ
ン
ク
等
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願

い
、
そ
し
て
「
市
老
連
だ
よ
り
」
が
よ
り
充
実
し

た
内
容
に
な
る
よ
う
に
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
松
原
　
三
郎
）

第 35 号（20）市 老 連 だ よ り令和 4 年 7 月発行

◇
ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　「
市
老
連
だ
よ
り 

」
発
行
に
際
し
ま
し
て
、
ご
協
賛

頂
き
ま
し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
本
紙
は
会
員
の
さ
ら
な
る
健
康
増
進
、
生
き
が
い
の

向
上
、
会
員
相
互
の
親
睦
な
ど
を
願
っ
て
発
行
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。


